
ネットワーク型デジタコによる労務管理精度向上、
そしてスタッフ作業の効率化・省力化へ。

常務取締役 小山 和則 様

大型建造物の鋼材、自動車部品、リサイクルプラ
の輸送を行っている、岡山積載運輸様。荷主様の
ご要望にお応えするために、拠点・輸配送エリア
を拡充。長距離輸送を主に請け負う岡山積載
運輸様と近傍の輸配送を担当するミーノ様、
グループ全体で111台の車両を所有し、輸送
エリアは中部から九州まで広がっています。

ネットワーク型デジタコ DTS-F1A

USER PROFILE

株式会社 岡山積載運輸
設　　立 ：1979年7月

本社所在地 ：岡山県市南区曽根

T  E  L ：086-298-1234

代  表  者 ：代表取締役　味野 淳子

資  本  金 ：1,000万円

従業員数 ：100名（グループ合計）

事業所数 ：4カ所

株式会社 岡山積載運輸 様
ネットワーク型デジタコ ＤＴＳ-Ｆ１Ａ／ＤＴＳ-Ｄ１Ｄ

「およそ４年前のデジタコ売込み時は採用しま
せんでした。デジタコで安全運転・経済運転の
評価ができるのは知っています。でも、当社では
乗務員の点数評価はしません」とお話しになる、

小山常務様。ネットワーク型デジタコ導入の目的も、運行管理
の負担軽減、労務管理の精度向上でした。「新規導入からまだ
ほぼ半年ですが、導入効果がハッキリ見えてくれば追加導入も
考えていきたいですね」。重量物を輸送する企業に求められる
コンプライアンスとして、労務管理への活用に、特に関心を
お持ちです。
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●運転日報の処理は後回しになりがち
●運行管理、労務管理がすべて手作業
●電話での現在地確認

課題
●帰庫と同時に運転日報を自動作成
●作業データ連携による省力化、効率化
●リアルタイム動態把握の活用

効果



従来はアナログタコグラフをお使いだった、岡山積載運輸様。デジタコの導入に
あたっては数社の機器を比較。カードレスでインターネットに繋がるパソコン
があれば良く、しかもリアルタイムの動態把握ができるネットワーク型デジタコ
ＤＴＳ-Ｆ１Ａ／Ｄ１Ｄに決定されました。Ｆ１Ａはベテランドライバー、Ｄ１Ｄは
新人ドライバーが主に使用し、Ｄ１Ｄの取得画像は新人の安全指導に役立って
います。

株式会社 岡山積載運輸 様

注）掲載内容は取材当時のものです。そのため、製品・サービスおよび取材先の所属などにおいて内容が変更されている場合がありますので予めご了承ください。（取材日：2018年11月）

株式会社 トランストロン
情報サービス営業部
〒222-0033 横浜市港北区新横浜2-15-16 NMF新横浜ビル
TEL.045-476-4640 FAX.045-476-5024
http://www.transtron.com/

■製品・サービスについてのお問い合わせは●お問い合わせ先

「改善基準順守へ、精度を向上していく」。
連続運転時間、休憩時間の基準を守っているか。残業時間が
多過ぎないか。スタッフが厳しくチェックしている岡山積載運輸様。

配車担当者とも連携して、コンプライアンスを重視した無理、ムラのない運行を
徹底しています。「大型車両で重量物を運ぶことが多い企業として、法令順守
は当然のこと。会社側で管理するだけでなく、ドライバー本人にも毎月の結果を
提示して、意識向上を図っています」。日々の運行データを活用し、ドライバー
を見守っています。

数社の機器を比較してＤＴＳ-Ｆ１Ａ/Ｄ１Ｄを導入。

大規模建造物の鋼材も輸送する大型車両

社屋入り口では
花とお疲れさま
メッセージがお出迎え

労務管理、運行管理を支えるスタッフのみなさん。

「ドライバーにはなるべく電話を使わせたくない。
動態把握ならいつでも現在地が分かります」

「陸上輸送」から「海陸一貫輸送」へ。
CO2削減輸送を通じて環境対策に貢献する企業を応援する証、
エコシップマーク をいち早く取得。 

No.27ネットワーク型デジタコ
ＤＴＳ-Ｆ１Ａ／Ｄ１Ｄ

運行管理も運転日報処理も省力化。
従来、後回しになりがちだった運転日報処理も、ネットワーク型
デジタコなら帰庫と同時に自動作成。面倒な帳票記入から解放

されたと、ドライバーの方には好評です。運行管理もデータ活用で一層の
効率化、省力化が進められ、スタッフの負担軽減にも寄与しています。
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月一度の安全教育で意識向上を徹底。
全ドライバーを対象に毎月安全指導を対面で実施。約10年前から
保険の割引率も最高ランクになるなど、安全・経済運転が浸透

しています。「今もこれからも運転内容の点数評価をするつもりはありません。
安全教育をちゃんと続けていけば結果はついてきます。でも、ドライバー自身は
点数が気になるのか、帳票や画面でチェックしているようですけどね」。自発的に
安全への意識が高まっています。

「当社では原則として荷主様から直接仕事を請け負うことに
しています」と小山常務様。「直接会話ができる環境で、荷主様が

求めていることをいち早く把握し、当社から新たな提案を行う。提案営業に力を
入れることが、お客様とのより良い関係構築には欠かせないと思っています」。
この姿勢はドライバーにも共有され、人材確保にもつながっています。

「仕事の中身こそ大切」。
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